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特集：改正基本法と環境施策
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◆役員室 /事業推進本部 /総務部 ・・・・・・・・・・ 03-3432-5295
◆地域環境資源研究所
◆集落排水部　　　　企画調整班 ・・・・・・・・・ 03-3432-6282

設計審査班 ・・・・・・・・・ 03-3432-6289
開発普及班 ・・・・・・・・・ 03-3432-6284
３Ｆ分室 ・・・・・・・・・・ 03-3432-6286

◆バイオマス技術部　バイオマスT・・・・・・・・・ 03-3432-6285

◆農村環境部　　　　環境計画班 ・・・・・・・・・ 03-5425-2461
環境技術班 ・・・・・・・・・ 　　　〃　　　　
環境保全班 ・・・・・・・・・ 　　　〃　　　　

◆FAX：03-5425-2466（総務部）
03-3432-0743（集落排水部・バイオマス技術部・農村環境部）
03-3432-8677（集落排水部３Ｆ分室）

◆E-mail：int1@jarus.or.jp　◆HP：https://www.jarus.or.jp/

一般社団法人　地域環境資源センタ－
The Japan Association of Rural Solution for Environmental

Conservation and Resource Recycling

〒105-0004 東京都港区新橋5-34-4　農業土木会館内
TEL ： 03-3432-5295　FAX ： 03-5425-2466

E-mail：int1@jarus.or.jp
https://www.jarus.or.jp/

各部へのお問い合わせ先

各担当班はダイヤルインで直接つながります
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01	 巻頭言　�持続可能な社会への転換の鍵を担う農業・食料システム
東京大学　教授　�橋本　　禅

特　　集

04	 �食料・農業・農村基本法の改正と環境との調和について
農林水産省農村振興局整備部設計課　課長補佐（環境計画班）　�齊藤　　学

08	 �多面的機能支払交付金の課題と今後の展開について
農林水産省農村振興局整備部農地資源課　課長補佐　�松田　賢吾

12	 �富山県における多面的機能支払の取組みについて
富山県多面的機能推進協議会　水土里ネット富山　事業部　次長　�竹沢　良治

15	 �水資源機構における環境配慮の取組
水資源機構水路事業部　�山岸　雄一

同 　　　　　�雪本　博志
同 　　　　　�黒木　智之
同 　　　　　�田村嘉奈子

22	 �新潟市みどりの農業推進プロジェクトについて�
〜Ｊ－クレジット農業分野　自治体初のプロジェクト運営・管理者〜

新潟市　農林水産部長　�三阪　史也

25	 �「せんがまちの棚田」の保全活動と静大生の取り組み
静岡大学棚田研究会　15代目会長　�出口　華江

集落排水編

29	 �平常時・非常時を通じたエネルギー最適利用システム　停電試験の結果等の報告
（一社）地域環境資源センター　集落排水部　総括　�増岡　宏司

同　　　　　　　　上席研究員　�吉田　　悟
同　　　　　　　　主任研究員　�是川　和宏

バイオマス編

34	 �築上町における資源循環型農業〜濃縮液肥を使用した新たな取組みのご紹介〜
三菱ケミカルアクア・ソリューションズ株式会社　排水処理事業部　Ｏ＆Ｍ部　�長尾　　衛

農村環境編

40	 �田んぼの水に思いをはせる�
〜令和６年度第46回全日本中学生水の作文コンクール（最優秀賞）〜

（一社）地域環境資源センター　農村環境部長　�齋藤　　伸

42	 �プチ「田んぼの学校」だより
（一社）地域環境資源センター　農村環境部　調査員　�山﨑　幸恵

センタ−だより
46	 令和７年度（一社）地域環境資源センター研修会等の予定（案）
47	 開催報告
47	 　令和６年度 田園自然再生活動の集い「−自然と生きる−」
53	 　令和６年度 水田魚道設置指導者全国研修会
54	 　令和６年度 生きもの調査指導者養成全国研修会
55	 　令和６年度 農業集落排水計画設計士技術講習会の開催
56	 令和６年能登半島地震からの復旧状況について（続報）
57	 新規発刊図書等
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